








 デニ・ムクウェゲ / ベッティル・オーケルンド著 
 
『 すべては救済のため デニ・ムクウェゲ自伝 』 



















1955 年 3 月コンゴ東部、ブガヴで生まれる。生誕直後に深刻な感染症にかかるが、ス
エーデン人女性教師の奔走で一命を取りとめる。 
1960年 コンゴ独立。  
1961年 初代首相パトリス・ルムンバが殺害される。  













































さて、2019年 10月 7日立命館大学衣笠キャンパスにて、デニ・ムクウェゲ医師 の名誉
博士号贈呈式・記念講演会が開催され聴講に出かけた。講演会は「暴力のない世界の実現
と女性の人権―SDGsの視点から」” Women rights, absence of violence in the context of 
SDGs ” 
従がって本書内容紹介は、当日の講演要旨を中心に述べることにしたい。 
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